
福知山市自治基本条例推進委員会（第４回） 報告 

 

〔日 時〕令和５年２月２４日（金）14：00～16：00 

〔場 所〕市民交流プラザふくちやま 

〔出席者〕委員…１８人、事務局…５人、傍聴者…０人 

 

■内容 

１ 開会 

 

２ 挨拶（石田課長） 

 

３ 報告事項 

（１） 今年度の部会での取組の目的について 

（２） 各部会での協議内容について（全体共有） 

（３） 次年度について 

 

４ 協議事項 

「市民懇談会から福知山市の未来への２１の提案の具体化・実現に向けて」 

提案②③⑧⑲／⑫⑬⑭を実現するための、より具体的な手法について 

 

  



 

【提案②】学校だけではない学びの場をつくり、「生きる力」と「困難に対するしなやかさ」を育もう     

 

具体策 

コミュニティカレッジ・ソーシャル系大学の設置。 

→ 子どものオルタナティブスクール・大人のオルタナティブカレッジの設置へつなげる。 

・・・学びの多様性を増やすことが重要。 

  福知山市は学校の選択肢は多いが、学びの多様性とは異なる。 

 

対象者・必要な人材 

先生・生徒となる住民 

 

場所 

ー 

 

課題 

・福知山市に「学び」文化を育てる戦略がない。 

・公民活動 

 

支援 

・職員研修にかけているリソースを、学び直しに割けたら。従来の集合研修から、その人に合わせた研

修へ。 

・社会教育 

 

 

 

【提案③】「子育ての話」を気軽にでき、先入観や「あるべき論」にとらわれず、一人ひとりの個性を生か

した子育てができる環境をつくろう 

 

 

具体策 ①  

保護者同士の話し合いの場を作る 

→ 最初の窓口は、担任の先生 

  働いている保護者は、夜や休日に相談したい 

 

対象者・必要な人材 

・先輩となる、卒業生の親 

・退職された先生 



 

場所 

・気軽に相談できる場所 

・スクールカウンセラーのいる「しゃべり場」 

 

課題 

福祉と教育との間に壁がないか。 

 

支援 

ＳＮＳで対応 

 

 

具体策 ②  

「うきわくシート」「サポートＢＯＯＫ」の作成 

・・・子どもの好きなこと・苦手なこと・安心できることを記した資料を、大人が共有する。 

 

対象者・必要な人材 

希望者 

 

場所 

病院、保育園など 

 

課題 

病院にかかっていない子どもの親に情報が届きにくい。 

 

支援 

まずは、保護者に知ってもらう。そのための周知。 

 

 

 

 

【提案⑧】子育てを地域全体でサポートすることで働く人が住みやすいまちをつくろう            

 

 

具体策 ①  

多世代の交流サークルを作る。 

・・・地域の子どもを地域で育てよう。 

 



対象者・必要な人材 

高齢者・退職された方・学生など 

 

場所 

学校・コミュニティセンターなど 

 

課題 

人件費 

・・・学生のアルバイト代など 

 

支援 

・人集め 

・学校等での広報 

 

 

具体策 ②  

市民全体のネットワークワーキングの場をオンライン上に構築する。 

 

対象者・必要な人材 

盛り上げ役としてのリーダー的位置づけの人 

 

場所 

オンライン 

 

課題 

ＰＲの方法 

 

支援 

・活動の周知 

・運営費 

 

 

具体策 ③  

新しい家族観の醸成 

 

対象者・必要な人材 

ー 

 



場所 

ー 

 

課題 

・ＬＧＢＴ 

・パートナーシップ 

・職場の理解 

 

支援 

ー 

 

 

 

 

【提案⑫】福知山市の魅力、強みを生かして、儲かる観光業、農林畜産業をめざして盛り上げよう            

 

具体策 ①  

・福知山市内の飲食店のミシュラン取得をめざす。 

・２０３０年のＧ７サミットを福知山で行う。 

・外国人向け旅行ガイドの『Lonely Planet JAPAN』に福知山市を掲載する。 

・福知山をアニメに登場させる。 

・ＢＴＳ等の世界的アーティストのＰＶのロケを誘致し、聖地巡礼効果をねらう。 

・・・福知山市には、上記のことを実現するベースは整っているので、それを使う。人を呼ぶ起爆剤に

する。 

 

対象者・必要な人材 

人気の歌手・ＳＮＳ発信者など 

 

場所 

すでにある店舗や名物 

 

課題 

福知山市の推しポイントをＰＲする方法 

 

支援 

・マッチング 

・ＰＲ 

 



 

具体策 ②  

・観光拠点となる場所（道の駅など） 

・パブリックコミュニティ（フルーツフラワーパーク・淡路島など） 

・・・公園＋商業施設 

・大型の直売所 

・・・生産しても売るところが限られている。構造上の問題。 

 

対象者・必要な人材 

民間企業（パソナや三井不動産など） 

 

場所 

三段池公園 

・・・集客力・キャパのある 

 

課題 

交通手段 

 

支援 

・行政による企業の募集・誘致 

・来てもらいたいところへのルートを作る（バス・電車など） 

・福知山の料理人に世界的な賞を取ってもらう 

 

 

【提案⑬】福知山市の歴史、自然、文化などの魅力を日本中、そして世界にむけてアピールしていこう  

 

 

具体策 ①  

・発信力のある人材・組織を作る。 

・・・企画力・プロデュース力・プロジェクトの編成など。 

・世界のユーチューバーを無料で招待し、福知山を発信してもらう。 

 

対象者・必要な人材 

・関係人口 

・点在する魅力スポットと、それを運営されている組織をとりまとめる団体 

 

場所 

海外発信できる場所 



・・・結婚式など（大原神社、元伊勢） 

 

課題 

外国語での情報発信 

・・・ポスター・ＨＰなど 

 

支援 

・行政の中に、新しい企画を支援する部署を作る。 

 

 

具体策 ②  

・自然を活かしてＢＢＱやグランピング等ができるようにする。 

・・・すでにキャンプ場が増えているので、それをアピールする。 

・文化体験等を無料で実施。 

 

対象者・必要な人材 

地域がやる気を起こすための手立てを考える人 

 

場所 

既存のキャンプ場など 

 

課題 

リピーターを作ること。 

・・・もう一度行きたいと思うような企画作り 

 

支援 

資金援助 

・・・「やってみなはれ」 

 

 

具体策 ③  

・ＳＮＳで発信できるように、フリーのWi-Fiスポットを増やす。 

・観光資源を見える化し、映像にする。 

・YouTubeで毎日福知山のことを発信する。 

・SNS・HPの活用 

・インスタで多言語発信 

・デパートなどで福知山物産展をする。 

 



対象者・必要な人材 

ユーチューバーなど、情報発信ができる人材 

 

場所 

ー 

 

課題 

せっかくの観光資源が埋もれてしまっている。 

 

支援 

魅力となるようなネタをユーチューバーに提供する。 

 

 

 

【提案⑭】担い手が少なくなってきた時代に対応し、自治会などの活動を見直し、開かれた運営を行っ

ていこう 

 

 

具体策 ①  

・自由参加のクリーン作戦（美化活動） 

・・・自発的な参加を促す。 

・自治会の集会・イベントに、子ども会も参加する。 

・地域の意思決定ができる活動をする。 

 

対象者・必要な人材 

・若者 

・・・今まで自治会の参加がなかった人 

・盆や祭りなどで帰省する家族 

 

場所 

地域の神社、寺、公会堂 

 

課題 

自治会活動が「やらなければいけないもの」になっている。 

→楽しくできる活動にする必要がある。 

 

支援 

・新しい自治会活動に対する行政支援 



・・・行政も一緒に学ぶ 

・地域同士がつながることができるような施策。 

 

 

具体策 ②  

担い手不足解消のため、自治会を合併する。 

自治会活動の事例発表の場を作る。 

→他の自治会の刺激となり、いい事例であればマネができる。 

・個人単位で参加できる総会をもつ。 

・自治会活動・自主防災を、近隣の自治会で協力し合う。 

 

対象者・必要な人材 

誰でも 

 

場所 

ー 

 

課題 

１～２年で定例交代する自治会長。 

 

支援 

自治会役員向けの研修 

・・・自治会運営について学べるような 

 

 

 

【提案⑲】一人ひとりが楽しみながら、様々な場で力を発揮することができる環境をつくろう        

 

 

具体策 ①  

人づくり・地域づくりのモデル地域の選定 

 

対象者・必要な人材 

その地域の住民、リーダー 

 

場所 

ー 

 



課題 

先進地域の事例研究をどう他地域に広めるか。 

 

支援 

・まちづくり活動のセンター機能 

・情報共有の拠点づくり 

 

 

具体策 ②  

障害者や高齢者の働く場を確保する工夫をする。 

 

対象者・必要な人材 

・差別に理解のある人 

・スポーツマン 

・雇用主 

・（企業に）橋渡しをする人 

 

場所 

障害者や高齢者が通勤できる立地 

 

課題 

・障害や年齢を理由に雇用しない企業がある。 

・橋渡しする人が、障害のある人や高齢者のことを理解するスキルが求められること。 

・何もできないという誤解がある。 

 

支援 

・障害者や高齢者が参加しやすい就労フェアなど。 

・・・既存のイベントは参加しづらい。 

・移動しやすい交通手段。 

 

 

具体策 ③  

・誰でも気軽に参加できるイベント 

・誰でも自由に利用できる場所を開放 

・多様な催し物を開催 

・わがまちの人間国宝さんを認定する。 

・俳句で市民の意見を聴く。 

 



対象者・必要な人材 

・今、地域を何とかしたいと思っている人 

・自治会役員や公民館役員 

 

場所 

学校施設や市の施設 

 

課題 

・予算 

・初めて参加する人に丁寧に説明・指導をする必要がある。 

・コミセンの行事は似たようなものが多い。 

・市内のどこで何をやっているのかという情報が少ない。 

支援 

発案者のみでやろうとせず、周りの人への協力をよびかける。 

 

自由意見  

・心理学者など、心理学に詳しい人に意見を聞く。 

・特技のある人等の候補者の一覧表を作る。 

・情報共有 

・・・すでにある取組みや機会を知る！ 

・先進地モデル地域を作る。 

 

 


